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　はじめに
　FAOから1979年の林産物の生産について，年
報（Yearbook of Forest Products）が出版
された。この年は第二次オイルショックにあたる
年であり，第一次オイルショックの時と同じよう
に，木材と林産製品の価格も大きく揺れ動いたこ
とが数字で示されている。世界の素材貿易額も史
上初めて100億ドルを突破し，日本の素材輸入額
はこの60％（材積は約50％）を超え,木材輸入大
国日本の姿を浮き彫りにしている。
　燃料（木炭を含む）の生産量は10年前の20％
増（既開発国20％の減,発展途上国30％の増）で
ある。その貿易額の動きは，1969年を100とする
と第一次オイルショック時の1974年には２４３，
1979牢には３４６（世界各国の輸入額合計１億ド
ル）であり，その価格上昇ぶりがうかがえる。
　素材，製材，合板，ボード類，パルプ・紙，燃
料について，世界の生産国ベスト10をひろって作
表（図）し，各国のシェアを計算した。図表中に
Ｆと記されているのはＦＡＯの推定数値であり，
※印は非公式な数値である。また報告の集計数値
で輸入量と輸出量のように食い違っているものも

みられる。さらに台湾省が中国に含ま
れているので，読者にとっては残念に
思われる方もあろう。

　素材の生産量と貿易
　世界の素材生産量もついに30億ｍ3

を超えた。この増加の度合いは1961～
65年が年平均21億2千万ｍ３で推移し，
1971～75年は27億３千万ｍ３で経過し
たが，ついに30億ｍ3の時代に入った
といえよう。
　六大州について素材生産量を比較し
てみると，ソ連や東南アジアを含むア

ジアが断然多く13億８千万ｍ３，北米５億５千万
ｍ３，アフリカ４億２千万ｍ３,ヨーロッパ３億３
千万ｍ３，南米３億１千万ｍ３,オセアニア３千万
ｍ３となっている。
　国別の比率は上位10ヵ国を図-1に示したとおり
であり，３億ｍ３を超えるソ連とアメリカで世界
の23％を占めている。インド，ブラジル，中国が
２億ｍ３を上回っているが燃料が過半を占める国

図－1  素材生産上位10ヵ国

表－1  針葉樹・広葉樹素材生産上位10ヵ国
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表－2　素材の輸入・輸出上位10ヵ国

であり，それぞれ93％，80％，71％が燃料であ
る。日本は3,400万ｍ3で生産量は年々減少してい
るため順位は18位と下降を続けている。
　針葉樹と広葉樹の生産上位10ヵ国を表-1に示し
たが，針葉掛についてはソ連，アメリカ，カナダ
の３国で７億ｍ3と世界の60％を占めている。日
本は２千万ｍ3で９位にあるが，生産量の漸減に
ともない，そのランクは少しずつ下がっている。
  素材の輸入と輸出については表-2のとおりであ
るが，輸入国のトップにほ群を抜いて日本が位置
している。２，３位には韓国，中国（台湾を含
む）が続いているが日本に比べ一段低い数値であ
る。世界各国の輸入合計額の動きほ，第一次オイ

ルショック時の1973～74年に50～60億
ドルトそれまでの２倍となり，1979年
には初めて100億ドルの大台を超えて
いる。輸出については，アメリカ，イ
ンドネシア，マレーシア，ソ連の上位
４ヵ国で66％を占めており，いずれも
日本に対する輸出の多い国である。
　素材の取引価格を，針葉樹と広葉樹
を含めて輸入額と輸入量から求めてみ
ると，1960年代に１ｍ３当たり30ドル
未満で推移してきたものが，オイルシ
ョックを契機に上昇し，1973年に47ド
ル，1974年には55ドルとなり，1979年
には94ドルと10年間に３倍を超える上

昇を示している。

　製材の生産量と貿易
　全製材（杭木を含む）の生産量については表-3
に示したが，1960年代から４億ｍ３の生産があり
ここ10年間の伸びは10％に達していない。ソ連，
アメリカ，カナダの３国で53％と世界全生産量の
過半を占めている。日本は素材生産量が低いにも
かかわらず製材生産は第４位に位置しており輸出
も少ない。このことは製材需要とくに国内消費が
盛んであることを物語っていよう。
　全世界で針葉樹製材3.4億ｍ３，広葉樹製材１億
ｍ３の生産量であるが，この比率は以前からほとん

表－3　製　材　生　産　上　位  10　ヵ　国
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表－4　針葉樹製材と広葉樹製材の貿易

ど変化してい
ない。
　製材品の貿
易については
上位５ヵ国の
みを表-4に示
したが，針葉
樹と広葉樹の
流通は地域性
や国による特
徴が出ている
ようである。
針葉樹ではカ
ナダが世界輸

出量の約半分を占め，自国生産量の70％以上を輸
出しているがアメリカに対するものが多い。生産
国２位のアメリカが輸入国で１位であるが，輸送
の点でカナダから輸入した方が地理的に有利な需
要地が多いためと思われる。
　広葉樹製材の輸入・輸出国とも２位にシンガポ
ールがランクされているが，輸入先はマレーシア
からが大部分でついでインドネシアである。輸出
は世界各国に及んでおり，広葉樹製材品の流通拠
点となっていることがわかる。
　針葉樹製材の国際価格を，世界各国の輸入額と
輸入量から求めてみると，1960年代に１ｍ３当た
り50ドル未満で推移してきたものが，1979年には
139ドルに達しており，1969年との対比では2.8倍
となっている。広葉樹製材は，1973年に100ドル
を1978年に200ドルを超え，1979年には243ドルに

表－5　合板の生産・輸入・輸出上位10ヵ国

達しており，1969年との対比では，3.2倍となっ
ている。

　合板の生産量と貿易
　合板の生産量とその商流状態について表-5にま
とめたが，生産国ではアメリカがだんぜんトップ
であり，世界におけるシェアも例年と同じく40％
を超えていて，針葉樹合板生産国であり消費国で
ある姿が大きく浮き上がる。生産２位の日本はこ
こ10年間世界のシェアの20％近くを占めており，
広葉樹合板生産国としてその地歩を保ってきてい
るが，資源問題から将来の姿は変ぼうせざるを得
ないように思われる。
　合板輸入国のトップは生産国でも１位のアメリ
カが占めているが，輸入先は韓国（63万ｍ３），
中国（台湾を含む，60万ｍ３）が主要国であると
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ころから，そのほとんどは
広葉樹合板であり，その量
はアメリカの生産量の10％
に達する。イギリスは自国
生産量２万２千ｍ3と少なく
120万ｍ３も輸入している。
その輸入先は，カナダ，シ
ンガポール，韓国，フィン
ランド，マレーシア，ソ
連，アメリカと世界各国に
及んでいる。日本の輸入は
木材高騰，オイルショック
期の1973・74年にそれぞれ
78万ｍ3，42万ｍ3の輸入を

示し，1978・79年の５万ｍ３に比べ異常であった
が，世界各国にはこのような動きはなかった。
　輸出国は韓国と中国（台湾を含む）が１・２位
を占め，世界各国の輸出量の35％に達している。
日本は10年前には紛40万ｍ３を輸出して上位グル
ープに入っていたが，その量は年々減少し最近は
10万ｍ３を維持するのがやっとであり，順位も15
位前後に低落している。
　合板の貿易価格の動きを，全合板とブロックボ
ードを含め世界各国の輸入額と輸入量から求めて
みると，1960年代は１ｍ３当たり140ドル代で経過
したものが，1973年以降200ドル代になり，1979
年は375ドルであるが，1969年との対比では2.5倍
である。
　単板の生産国は，フィリピン，カナダ，ソ連，
イタリー，日本が，60万ｍ３から30万ｍ３の生産量
でつづいている。

　パーティクルボードとファイバーボード
　両ボードの世界の生産量の動きは1968年にパー
ティクルボード（ＰＢ）がファイバーボード（Ｆ
Ｂ）の生産を上回ってから，逐年その差が広が
り，1977年以降ＰＢの生産量はＦＢ生産量の２倍
を超えている。1979年の生産上位10ヵ国は図-2に
示したとおりである。
　ＰＢの生産はアメリカが１位，西独が２位であ

図－2　パーティクルボード・ファイバーボード生産上位10ヵ国

るが,ここ10年間で見ると順位が入れ変っている
年も見られる。日本は12位で95万ｍ３を生産して
いる。ＰＢの主な輸入国はイギリス(154万ｍ３),
西独(90万ｍ３)，オランダ(55万ｍ３）で，主な輸
出国はベルギー・ルクセンブルグ（122万ｍ３）,
西独(72万ｍ３),オーストリア(66万ｍ３)，スウェ
ーデン（55万ｍ３）があげられる。生産量の多い
西独が輸入国でも上位にあるが,ベルギー・ルク
センブルグ,オーストリアなどから入っている。
　ＦＢはアメリカが世界生産量の40％を占め,だ
んぜんトップの位置を保っている。主要輸入国は
アメリカ(44万ｍ３)，イギリス(43万ｍ３），西独
（28万ｍ３）であり、主要輸出国はスウェーデン
（36万ｍ３）,ソ連(31万ｍ３)があげられる。生産
量トップのアメリカが輸入国でもトップである
が,ブラジル，ソ連，カナダからの輸入が多い。
　ＰＢの国際価格は，1960年代は１ｍ３当たり60
ドル代で推移してきたが,第一次オイルショック
で100ドルを超え,1979年に172ドルとなって10年
間の上昇度合いは2.6倍である。ＦＢの国際価格
も同じように推移し，1979年には182ドルとなっ
ている。

　パルプ・紙・板紙
　パルプ･紙類の生産国は図-3に示したとおりで
あり，アメリカがだんぜん群を抜きカナダ，日
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図－3　パルプ・紙類生産上位10ヵ国

本，ソ連と続いている。世界の生産量は最近10年
間でパルプ1.3倍，紙類1.4倍の成長速度である。

　パルプの全世界商流量は約2，000万トンで，主

要輸入国はアメリカ（388万トン），西独（230万

トン），イギリス（220万トン）であり,アメリカ
は地理的に近いカナダから350万トン輸入してい

る。輸出国はカナダ（664万トン）,スウェーデン

（352万トン），アメリカ（262万トン）の順であ

り，カナダはアメリカ，日本，オランダに主とし
て輸出している。パルプの貿易価格は，1960年代

が１トン当たり130ドル代で推移し，1974年に一

気に300ドル代に突入し，1979年に約370ドルと

なっている。
　紙・板紙類は世界商流量が3，000万トンを超え

ており，輸入国はアメリカ（803万トン），西独

（376万トン，）イギリス（373万トン）で，輸出

国はカナダ（943万トン），スウェーデン（479万
トン）,フィンランド（474万トン）が主要な国で

ある。貿易価格は紙の種類によって異なるが，輸

入価格を平均すると１トン当たり約540ドルであ

る。
　チップとパーティクルの全商流量は約1，400万

ｍ３であるが，このうち80％にあたる1，100万ｍ３

の多くを日本が占めている。輸出国はアメリカ

（650万ｍ３）,オーストラリア（500万ｍ３）,カナ

ダ（120万ｍ３）,マレーシア（50万ｍ３）と
いずれも日本への輸出を主とする国であ
る。貿易単価の平均は１ｍ３当たり49ドル
であった。

　燃料（木炭を含む）の生産量
　燃料は図-４に示したように総計16億ｍ３

が生産量となっているが，木炭重量を容積
に換算して合計した数量である。まきとし
て15億ｍ３,木炭は1，575万トンがその内訳
である。世界の素材生産量の実に1／2以上
が燃料として消費されていることになる。
インドでは２億ｍ３，ブラジル，中国，イ
ンドネシアでは１億ｍ３以上を燃料として
いる。木炭生産国のベスト５はブラジル

図－4　燃料（木炭を含む）生産上位10ｶ国

（470万トン）,スーダン（170万トン），インド
（150万トン）,ケニア（150万トン）,ナイジェリ
ア（100万トン）である。
　まきの貿易量は第一次オイルショック時に200
万ｍ３に達したが，1979年には150万ｍ３となって
いる。その貿易価格は1970年代の初め１ｍ３当た
り11ドルで経過してきたが，第一次オイルショッ
クを契機に20ドルに上昇しており，1979年には24
ドルになっている。木炭の価格も1970年は１トン
当たり60ドルであったものが，1979年には189ド
ルと大きな上昇を示している。
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　むすび
　木材及び木材製品が国際商品化していること
は，これまで述べたところからもお分かり頂ける
と思うが，世界経済とも連動しとくにオイルショ
ックの影響を大きく受けている．このことを明確
にするため，表-6に1970，74，79年の３年につい
て，世界各国の木材と製品の輸入単価を平均した
数値を国際価格として作表した。
  1970年と74年の対比では，第一次オイルショッ
クの影響から原料も製品も大体２倍となってお
り，1974年と79年の比較では1.５倍前後となって
いる。
　工業化を進める発展途上国の生産の動きについ
て1969年と79年を対比してみると，素材の生産は
30％（既開発国４％）の増であるのに，加工製品
である製材は約50％（既開発国３％）の増に，合

表－6　国際価格の推移（輸入，ドル）

板にいたっては実に2．4倍（既開発国30％増）と
やく進している。
　木材産業界もグローバルな資源の変化と，製品
の需給情勢を眺めて長期にわたる対応を迫られて
いる。
　　　　　　　　　　　（林産試験場　技術科）
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題
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
に
、
家
族
の
き
ず
な
と
心
に

ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
も
う
一
度
見
直
そ

う
と
い
う
こ
と
で
、
三
世
代
住
め
る
広
さ

と
寿
命
の
住
宅
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
壽
）


